
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

戦争法案反対！障害者の権利・自由・平等を守れ！



戦争法案反対！ 

障害者の権利・自由・平等を守る行動アピール 案 
 

国が「国民の安全」と言うとき、必ずといっていいほど、私たち障害者や子どもやお年寄

りへのお金が削られ、戦車や戦闘機、武器購入へのお金が増やされます。 

 

いま国会では、日本を「戦争できる国」にする法案が審議中です。安倍首相が質問に答え

れば答えるほど、この法案が、アメリカのしかける戦争への協力と他国を武力で威嚇する

ための戦力を持つためであることがハッキリしてきています。 

敗戦から 70 年目の夏、憲法が殺されようとしています。 

 

今、私たちは、 

多くの人たちの命と涙のうえにつくられた 

憲法と障害者権利条約に守られて生きています。 

 

だれもが差別されることなく、平和で安心して生きるために 

命を奪い、障害を生み出す戦争に手を貸すな 

憲法を殺すな 

 

平和でなければ、障害者だけでなく、あなたと、あなたに繋がる「命」を 

育むことも輝かすこともできません。 

障害者の権利・自由・平等を奪い、憲法を殺す「戦争法案」に 

私たちは絶対反対です。 

 

私たちは、安倍内閣に「戦争法案」の廃案を強く求めます。 
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きょうされん愛知支部 

支部長 小川春水(９月７日逝去されました。) 

 私は今、病のため入院をしています。本来なら支部長として戦争法案反対運動の先頭に

立たなければならないのですが、それが叶いません。残念です。 

 しかし、私の代わりに、８月３０日の国会前１２万人集会に、愛知の障害者関係者がバ

スなどで５０名が参加しれくれました。たくさんの会員のみなさんが必ず、障害当事者を

運動の主人公にして「アベ政治を許さず」戦争法案反対の運動に立ち上がり、廃案を勝ち

取ることを信じています。 

 戦争が近づけば、障害者は邪魔者にされます。排除されます。差別されます。７０年前

の日本で「ごくぶつし」「非国民」と言われた歴史を繰り返してはなりません。ナチスドイ

ツが障害者を虐殺した歴史を、日本がアジアの数えきれない人々を殺し、差別した歴史を

忘れてはいけません。 

 私たちには日本国憲法があります。障害者権利条約があります。胸を張って「戦争法案

は反対！」「アベ政治を許さない！」と言いましょう。行動しましょう。たたかい続けまし

ょう。 

 障害を持つ仲間たちの、笑顔と夢ある未来を創りましょう。 

 

大川 美和子 

「家も肉親の命も仕事も何もかもを失って惨めだった」と戦争を語っていた母親。「戦争を

まぜみんなで止めなかったの？」と子どものころ母親に尋ねたことがありました。平和の

時代に産まれた私にとっては、良識のある大人達が居るのに「何故？」と不思議に思えま

した。失われた 500 万もの命があったことを忘れてはなりません。 

 

小山 千ひろ 

終戦の時、私は３歳でした。疎開先で防空壕をいったり来たりしていて転び膝をいため、

現在身体障害者です。  

戦争は新たな障害者をうみ出します。世界に誇れる平和憲法を堅持し、お互いの人権が尊

ばれる社会を共につくり出しましょう。 

 

佐藤さと子 

戦後 70 年の今年は、2011 年の東日本震災以降、日本人の価値観が大きく転換したと感じ

たのと同じように、日本人に「戦後日本」について考える年になったと思います。アジア、

太平洋戦争で 2000 万人の戦死者数。日本は 310 万でした。日本は被害者だけでなく、加害

者でもあることを私たちは戦後の教育の中で教えてもらってこなかった。しかし、今歴史

を自分で学び直す必要があると思います。戦争と障害者の歴史は「戦争と障害者のしあわ



せとは絶対に両立しえない」に尽きます。なぜなら戦争はなによりもまず障害者をもっと

も大量につくりだすものであり、その最中には『障害者は戦争に役立たないとして生命さ

え奪われるなど、差別がいっそう強められるからです』。河野勝行さんの言葉です。 

 

磯崎 明美 

私は、1943 年 5 月生まれです。終戦を迎えたのは 2歳３ヶ月でした。身体が弱く、食べる

物も少なかった時代に出産した母は母乳も出ない状態だったそうです。母のかわりに祖母

がヤギや牛の乳をもらい歩いたそうです。父は戦地に行っていて、上の姉は父が帰ってき

た時、「知らないおじさんが家の中へ入ってきた」と、家の裏で小さな畑を耕していた母の

所へかけてきたといいます。わが家は、古道具屋をしていて戦争末期には、「金物類を全て

供託せよ」ということで商品がなくなる状態だったので店をたたんでしまいました。それ

からはとても貧しい状況が続き、兄妹の多かった我が家は、幼い頃、食べ物の争奪戦にな

り小さかった私は、いつも「芋ならはじっこ」と親が分けてくれても「ぼー」としていた

当時、自分の前の物がなくなることがあった。ある時、一番初めにとった「ふかし芋」を

自分の宝物入れにしまって、後でゆっくり食べようとしてすっかり忘れてしまい、その後、

カビのはえた芋を見てすごくガッカリしたのを覚えています。私たちの町内では、めずら

しく我が家は畑を持っていたので、私の小学生時代は芋や豆、イチゴと近所の子よりは食

べ物がありましたが、肉や魚がなかなか手に入らず、今でも肉、魚があまり好きではあり

ません。 

母はいつも「戦争さえなかったら」と口一文字に結んでくやしがっていました。父がいな

かった事、子どもに貧しい思いをさせたこと、母の姿はいつも畑仕事をしたり、少しでも

お金になる様にと近所の陶器工場にパートにでかけたりと休んでいる姿を今も想像できま

せん。気が付いたら寝たきりになって、その後、５９歳の若さでこの世を去りました。私

の２０歳のお祝いを待たずに。父も戦後、店の再開は出来なかったので、新しく慣れない

仕事を始め金物の修理や、作った雨どいをかける仕事を始めて、母はいつも心配して父が

帰って来るまで食事もせずに待っていました。ある日、はしごから転落した時、母は外で

の仕事をやめるように強く言ったそうです。その事も含め戦争さえなければ家での商売だ

ったので安心できたのにと。 

平和でなければ食べ物も、又、親が子へ授乳もままならなかったことを親としての役割が

果たせなかった母の想いを今、私は痛切に感じています。 

 

中村 くに子 

総合福祉法で いたぶられ 今度は 安保法案で弱者を追い払おうとしているのですか？ 

私たちは 争いはいけない事 戦争はしてはならない事だと聴かされ もちろん次の世代

に繋いでいく役割があるはずです。 
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朝起きて、仕事にでかけ、仕事が終われば

家族と過ごし、休日には家族サービスや趣

味に没頭。平凡だけど当たり前の暮らしが

送れる平和な世界を誰もが望んでいます 

 

子どもたちが戦場ヘ行くことになったら、と想像すると胸が痛みます。傷つけられるのも

傷つけることも子どもたちにさせたくない。 

それが正当防衛であっても悲しみしか残りません。 

戦争について、日本はどう行動していきたいのか、国民の声をもっと聞いてほしいです。

時間をかけてもっともっと話しあいが必要ではないでしょうか。 
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戦争法案反対です！！ 

戦争をして誰が何を得るのでし

ょう？ 

得るものなど何もなく、失うもの

ばかりです。 

そんなことは二度と繰り返して

はいけない！！ 

戦後 70 年...戦争をしない時間

がまだたった 70 年しか続いてい

ない...。 

その時間が永遠につづいてほしい。 

 

特別支援学校 職員 小川弘樹 

武力で力で物言わせず 

黙らせようということがイヤだ！ 

人は人として生きる知恵があると思っている。 

平和ボケと言われようが 

平和でなければできないことがある。 

障がい者や子ども、高齢者など 

社会的に弱い立場の人たちの暮らしを守ること。 

この暮らしを大切にしたい。 

無理やりに力でこの「戦争法案」を押し進めていこうとすること 

そして「戦争法案」に反対です！！ 
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野原信一 

日本が攻められてもいないのに、米軍の後ろについて外国での戦争に参加するもの。 

若い人々の血が流れる、自衛隊員の命がうばわれる等により平和な生活がおびやかされる。 

この戦争法の成立は、きっと、戦争へ、戦争へと草木もなびく状況をつくり出す。 

すでに、いまでも安倍内閣が出来て以来、防衛費は毎年毎年５兆円を超える勢いに。それ

までは、4 兆５千億円でずっと推移。税と社会保障の一体改革と称して、消費税の増税が

社会福祉、社会保障をよくする為と言って増税されたのに、年金、手当は減らされ、医療・

介護の負担増。さらに社会福祉法等の改悪で公的責任の放棄の後始末、公益活動の義務化

を社会福祉法人に押しつけようとしています。 

再来年の消費税１０％増税、そして社会保障費の自然増を３０００～５０００億円の毎年

削減。 

これだけ考えると、まさに、国民の血と汗をしぼって戦争へ、戦争へ。 

皆さん、どんなことがあっても、この戦争法案の成立を阻止しなければなりません。そう

しなければ、希望をもって生きられません。 

今、私たちの本気度が試されているのではないでしょうか。 

皆さん、全能力の全てをつくして、この法案を廃案に追い込む為、力をつくしましょう。 

 

 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.11・12 障害者の権利・自由・平等を守る行動実行委員会 

事務局 愛知県障害者(児)の生活と権利を守る連絡協議会（愛障協） 

〒456-0031 名古屋市熱田区神宮 2－3－4 もやいビル３階 

℡052-682-7912 FAX052-682-7916 

メール soudan732@nifty.com 


